
マグマだまりの観測結果と噴火への影響

今
年
の
１
月
26
日
以
降
の
爆
発
的
噴
火

で
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
災
害
を

も
た
ら
し
た
新
燃
岳
噴
火
。
最
近
は
小

康
状
態
に
あ
り
ま
す
が
、
再
び
噴
火
が

活
発
に
な
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
も
し
も
の
時
に
慌
て
ず
行
動
で
き

る
よ
う
、
も
う
一
度
火
山
噴
火
災
害
へ

の
備
え
を
確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－

２
１
２
９

　

ま
た
、
風
下
の
地
域
で
は
遠
方
で
も

風
に
流
さ
れ
て
小
さ
な
噴
石
が
飛
散
し

ま
す
。
地
面
に
落
下
す
る
ま
で
に
数
分

か
ら
十
数
分
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
噴
火
が
収
ま
る
ま
で
は
外
に
出

ず
、
噴
石
が
や
ん
で
か
ら
、
落
ち
着
い

て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

新燃岳再噴火の可能性が
高まっています

～もう一度確かめてみましょう。災害への備え～
●宮崎地方気象台提供（10月7日、海上自衛隊
　第72航空隊鹿屋航空分遣隊の協力により撮影）

膨
張
を
続
け
る
マ
グ
マ
だ
ま
り

　

約
３
０
０
年
ぶ
り
に
マ
グ
マ
噴
火
し

た
新
燃
岳
は
、
９
月
の
小
規
模
噴
火
を

最
後
に
小
康
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

地
下
の
マ
グ
マ
だ
ま
り
に
は
現
在
も
マ

グ
マ
の
供
給
が
続
い
て
い
て
、
噴
火
の

終
息
の
兆
し
は
見
え
ま
せ
ん
。

　

マ
グ
マ
だ
ま
り
か
ら
新
燃
岳
へ
マ
グ

マ
が
上
昇
す
れ
ば
今
年
１
月
の
噴
火
に

匹
敵
す
る
活
動
を
再
開
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
本

格
的
な
噴
火
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
で
す
。

噴
石
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

火
口
は
ふ
た
を
し
た
よ
う
に
溶
岩
で

覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
次
に

爆
発
的
噴
火
が
起
こ
っ
た
際
は
、
大
き

な
噴
石
の
落
下
に
警
戒
が
必
要
で
す
。

入
山
が
規
制
さ
れ
て
い
る
区
域
に
は
絶

対
に
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　新燃岳の西北西約10㎞の地下
６～10㎞の地点にマグマだまりがあ
ります。そのマグマだまりを三角形
で囲んだ３カ所の観測地点間の距
離を国土地理院がＧＰＳを使って地
殻変動を観測しています。
　左記グラフが示すように、霧島
市とえびの市の観測地点間の距
離は、１月26日の噴火以降、毎月
2.5mmずつ伸びていて、マグマだま
りが膨らんでいることが分かります。

〈霧島市とえびの市間の距離の変化〉

←1月26日噴火

国土地理院ホームページ資料加筆
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●農地への降灰に関する相談

北諸県農業改良普及センター ☎ 38-1554

大
噴
火
が
起
き
た
場
合
の
避
難
所

　

西
岳
地
区
の
避
難
所
は
山
田
活
性
化

セ
ン
タ
ー
（
か
か
し
館
）
や
山
田
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）、
早

水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま

す
。
避
難
経
路
や
避
難
先
な
ど
に
つ
い

て
、
あ
ら
か
じ
め
家
族
で
話
し
合
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
現
金
や
預
金
通
帳
な
ど
の
貴

重
品
を
は
じ
め
、
保
険
証
、
防
寒
着
、

食
料
（
最
低
２
食
分
）、
普
段
飲
ん
で
い

る
薬
な
ど
、
避
難
所

に
持
っ
て
い
く
も
の

は
い
つ
で
も
持
ち
出

せ
る
よ
う
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

正
確
な
情
報
収
集
を

　

噴
火
が
起
こ
っ
た
場
合
は
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
県
防
災

メ
ー
ル
の
ほ
か
、
12
月
か
ら
は
地
域
内

の
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
に
一
斉
配
信
す

る
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
も
活
用
し
て
必

要
な
防
災
情
報
を
発
表
し
て
い
き
ま
す
。

噴
火
の
規
模
に
よ
っ
て
は
避
難
勧
告
を

出
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
最
新
の

情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

降
灰
対
策
に
つ
い
て

　

１
月
の
噴
火
で
最
も
苦
慮
し
た
降
灰

処
理
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
経
験
を
生

か
し
、
道
路
や
家
庭
の
火
山
灰
の
処
理

対
策
を
迅
速
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

８
月
に
締
結
し
た
国
土
交
通
省
と
の

災
害
支
援
協
定
に
基
づ
き
、
路
面
清
掃

車
な
ど
の
提
供
を
直
接
要
請
し
た
り
、

建
設
業
協
会
の
協
力
を
も
ら
っ
た
り
し

て
、
迅
速
な
復
旧
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
の
灰
は
、

前
回
の
降
灰
時
と
同
様

に
、
市
の
指
定
ご
み
袋

や
半
透
明
の
レ
ジ
袋
な

ど
に
入
れ
、
指
定
さ
れ

た
場
所
に
出
す
か
、
高

崎
町
の
東つ
ま

霧
島
工
業
団

地
計
画
用
地
に
直
接
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
事
業
所
か
ら
の

灰
は
高
崎
町
の
灰
捨
て
場
に
直
接
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

屋
根
な
ど
の
除
灰
作
業
に
注
意

　

除
灰
作
業
中
に
屋
根
か
ら
落
ち
る
な

ど
し
て
36
人
が
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
ま

し
た
。
や
む
を
得
ず
屋
根
上
の
灰
を
除

去
す
る
と
き
は
、
人
が
乗
っ
て
も
大
丈

夫
か
確
か
め
、
命
綱
を
つ
け
る
な
ど
の

安
全
対
策
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、

高
齢
者
は
危
険
で
す
の
で
、
専
門
の
業

者
に
相
談
す
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

●灰の除去作業に関する業者とのトラブル相談

都城市消費生活センター ☎ 23-7154

●家庭から出る灰の収集に関する相談

環境業務課 ☎ 24-5560

高崎福祉保健センター
都城保健所
※ 避難が長期化した場合は、市の保健師などが健
康相談のため、各避難所を巡回します

健康課
山之口総合支所健康福祉課
高城保健センター
山田総合支所健康福祉課

☎ 23-2765
☎ 57-3111（代表）
☎ 58-6800
☎ 64-1111（代表）
☎ 62-4411
☎ 23-4504

●降灰に関する健康相談
　（灰の影響に伴う健康相談窓口を設置しています）

夏尾町・御池町
吉之元町・高野町
西岳地区共通
移動手段のない人

➡山田活性化センター（かかし館）
➡山田総合福祉センター（けねじゅ苑）
➡早水公園体育文化センター
➡早水公園体育文化センター

大噴火時の避難所（西岳地区）
（新燃岳火口から10km圏内の地域）

＜要援護者の皆さんへ＞
高齢者や障がい者などの要援護者には、事前に避難
を呼び掛けます。一人で避難できない人は、その旨
伝えてください
◎問い合わせ　福祉課　☎23-2980

　一斉に防災情報を伝えるこ
とができる「エリアメール」の配
信サービスを12月１日から開始
します。
　ＮＴＴドコモの携帯電話を
対象に、噴火に関する情報など
を、基地局圏内にいる人に対し
て自動的に配信します。
●配信する情報
・噴火に関する情報
・市が発表する災害時の避難
　準備情報や避難勧告
・河川洪水氾濫情報
・緊急地震速報　ほか

緊急速報「エリアメール」
が12月からスタート！

相談窓口
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ふ
れ
あ
い
ア
ン
ケ
ー
ト

ふ
れ
あ
い
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
、７
月
に
「
ふ
れ
あ
い
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
20
歳
以
上
の
約
13
万
人
の
市
民
の
中
か
ら
無
作
為
に
選
ん
だ
４
、０
０
０
人
を
対
象
に
、
住
み
心
地
、
市
政

へ
の
要
望
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
、
家
庭
で
の
教
育
、
都
城
市
議
会
、
広
報
紙
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
回
答

者
は
１
、６
６
５
人
で
、
回
答
率
は
41
・
６
㌫
で
し
た
。　

　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

住
み
心
地

◎
解
説

　

住
み
心
地
に
つ
い
て
は
、
88
・
６
㌫

の
人
が
都
城
市
は
「
住
み
や
す
い
」「
ま

あ
住
み
や
す
い
」と
感
じ
て
い
ま
す
が
、

昨
年
度
の
調
査
よ
り
０
・
３
ポ
イ
ン
ト

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
代
別
に
み
る
と
、「
住
み
や
す
い
」

「
ま
あ
住
み
や
す
い
」
と
答
え
た
の
は
、

70
歳
以
上
の
92
・
３
㌫
が
最
も
高
く
、

昨
年
一
番
高
か
っ
た
20
代
は
85
・
８
㌫

で
５
番
目
と
な
り
ま
し
た
。
逆
に
最
も

低
い
の
は
40
代
の
84
・
３
㌫
で
し
た
。

　

地
区
別
に
み
る
と
、「
住
み
や
す
い
」

「
ま
あ
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
て
い
る

地
区
の
上
位
は
、
祝
吉
地
区
（
93
・
２

㌫
）、
横
市
地
区
（
92
・
４
㌫
）、
妻
ケ

丘
地
区
（
92
・
１
㌫
）
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。
逆
に
、「
住
み
に
く
い
」「
や

や
住
み
に
く
い
」
と
感
じ
て
い
る
地
区

は
、
西
岳
地
区
（
20
㌫
）、
高
崎
地
区

（
16
・
１
㌫
）、
中
郷
地
区
（
15
・
４
㌫
）

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

性　別 回答者 比　率

男　性 681人 40.9%

女　性 960人 57.7%

無回答 24人 1.4%

年　代 回答者 比　率

20代 126人 7.5%

30代 223人 13.4%

40代 216人 13.0%

50代 356人 21.4%

60代 408人 24.5%

70歳以上 321人 19.3%

無回答 15人 0.9%

地区名 回答者 比　率

姫　城 125人 7.5%

小松原 89人 5.3%

妻ケ丘 190人 11.4%

祝　吉 176人 10.6%

五十市 176人 10.6%

横　市 132人 7.9%

沖　水 138人 8.3%

志和池 82人 4.9%

庄　内 76人 4.6%

西　岳 25人 1.5%

中　郷 91人 5.5%

山之口 68人 4.1%

高　城 100人 6.0%

山　田 80人 4.8%

高　崎 93人 5.6%

無回答 24人 1.4%

【男女別】

【地区別】

【年代別】

都
城
市
の
住
み
心
地
を

ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か
？

こ
れ
か
ら
も
都
城
市
に

住
み
続
け
た
い
で
す
か
？

QQ

住みやすい
38.1%

まあ住みやすい
50.5%

やや住みにくい
7.3%

住みにくい
2.7% 無回答

1.4%
無回答
10.0%

分からない
12.8%

市内には住みたくない　1.9%
市内の他の地域に住みたい　7.4%

現在地および
その周辺に
住みたい
67.9%

【地区別】
回答者の内訳
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農林畜産業の振興

商店街の活性化

福祉対策

企業誘致

救急医療対策

生活道路や側溝の整備

病気の予防と健康増進

余暇利用施設の整備

公害対策（騒音や
振動、悪臭など）

自然災害対策

下水道の整備

河川浄化や環境保全

公園・緑地の整備

防犯対策

交通安全対策

資源の再利用

ごみ、し尿の処理

幹線道路やバイパス
などの整備

地場産業の育成

小・中学校の施設整備

市
政
へ
の
要
望

◎
解
説

　

昨
年
度
の
結
果
と
比
較
す
る
と
、
昨
年
３
位
だ
っ
た
「
商

店
街
の
活
性
化
」
が
１
位
に
、
４
位
だ
っ
た
「
企
業
誘
致
」

が
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
ま
で
４
年
連
続
１

位
だ
っ
た
「
福
祉
対
策
」
は
２
位
へ
後
退
し
て
い
ま
す
。

　

順
位
が
上
昇
し
た
の
は
、「
公
園
・
緑
地
の
整
備
」
が
16
位

か
ら
12
位
へ
、「
資
源
の
再
利
用
」が
20
位
か
ら
15
位
へ
、「
小
・

中
学
校
の
施
設
整
備
」
が
23
位
か
ら
19
位
へ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
逆
に
後
退
し
た
の
は
、「
史
跡
や
文
化
財
の
保
護
」
が

13
位
か
ら
34
位
へ
、「
農
林
畜
産
業
の
振
興
」
が
14
位
か
ら

20
位
へ
、「
防
犯
対
策
」
が
９
位
か
ら
13
位
へ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

性
別
で
み
る
と
、
男
性
の
１
位
は
昨
年
と
変
わ
ら
ず
「
企

業
誘
致
」（
19
・
１
㌫
）、
２
位
は
昨
年
３
位
の
「
商
店
街
の

活
性
化
」（
18
・
２
㌫
）、
３
位
は
昨
年
５
位
の
「
生
活
道
路

や
側
溝
の
整
備
」（
17
㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
の
１

位
は
、
昨
年
２
位
の
「
商
店
街
の
活
性
化
」（
33
・
５
㌫
）、

２
位
は
昨
年
１
位
の
「
救
急
医
療
対
策
」（
26
・
１
㌫
）、
３

位
は
昨
年
と
同
じ
「
福
祉
対
策
」（
25
・
５
㌫
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

年
代
別
に
み
る
と
、
20
代
・
40
代
・
60
代
で
「
商
店
街
の
活

性
化
」、
30
代
で
「
余
暇
利
用
施
設
の
整
備
」、
50
代
で
「
企

業
誘
致
」、
70
歳
以
上
で
「
福
祉
対
策
」
が
１
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

地
区
別
で
は
、
姫
城
・
小
松
原
・
妻
ケ
丘
・
五
十
市
・
横

市
・
庄
内
・
高
崎
地
区
で
「
商
店
街
の
活
性
化
」、
志
和
池
・

中
郷
地
区
で
「
福
祉
対
策
」、
祝
吉
・
山
之
口
・
高
城
・
山

田
地
区
で
「
救
急
医
療
対
策
」、沖
水
地
区
で
「
企
業
誘
致
」、

西
岳
地
区
で
「
生
活
道
路
や
側
溝
の
整
備
」
が
１
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
特
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
う
も
の
を
5
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
。（
上
位
20
位
）

Q

ふれあいアンケートふれあいアンケートの結果
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家
庭
で
の
教
育

◎
解
説

　

子
ど
も
の
家
庭
の
教
育
に
つ
い
て
、

「
低
下
し
て
い
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
低
下
し
て
い
る
」
と
答
え
た
人
は
、

全
体
の
75
・
１
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
の
１
位
に
「
し
つ
け
や
教
育

の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
保
護
者
が
増
え

た
」、
２
位
に
「
し
つ
け
や
教
育
を
人

任
せ
に
す
る
保
護
者
が
増
え
た
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
の
教
育

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
方
法
と
し
て

最
も
多
か
っ
た
の
は
「
地
域
で
子
ど
も

を
育
て
る
意
識
を
高
め
る
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。子

ど
も
に
対
す
る
家
庭
の
教
育

力
が
低
下
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
か
？

家
庭
の
教
育
力
が
低
下
し
て
い

る
原
因
は
？
（
複
数
回
答
・
上
位
10
位
）

家
庭
の
教
育
力
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
必
要
？
（
複
数
回
答
・
上
位
8
位
）

Q

QQ

低下している
37.6%

どちらかといえば
低下している
37.5%

どちらかといえば
低下していない
3.6%

低下していない
3.1%

分からない
15.4%

無回答
2.8%

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

◎
解
説

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
の
認
知
度

は
89
・
５
㌫
で
、
実
際
に
設
置
し
て
い

る
割
合
は
54
・
７
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
設
置
し
て
い
な
い
理
由
に
つ
い

て
は
、
１
位
に
「
価
格
が
高
い
か
ら
」、

２
位
に「
知
ら
な
か
っ
た
」、３
位
に「
関

心
が
な
い
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
の
意
見
で
は
、「
検
討
中
」「
こ
れ
か

ら
設
置
す
る
予
定
」
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

設
置
し
て
い
な
い
理
由
は
？

（
複
数
回
答
）

現
在
、
自
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
か
？

都
城
市
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

住
宅
の
寝
室
や
階
段
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？

Q Q

Q

知っている
89.5%

知らない
9.4%

共同住宅で
設置されている
6.7%

無回答
1.1%

無回答
1.4%

設置して
いる
48.1%

設置して
いない
43.8%

しつけや教育の仕方が分からない保護者が増えた 19.3%
しつけや教育を学校や塾など、人任せにする保護者が
増えた 16.4%

近所など地域の人たちとの関係が希薄化した 14.3%
過保護、過干渉な保護者が増えた 13.7%
子どもたちにいろいろな体験をさせる機会が少ない 7.9%
子育てに無関心な保護者が増えた 7.2%
親子の触れ合いや、一緒に行動する機会が少ない 5.3%
近所や周りに相談できる人が少ない 5.1%
保護者の存在感が低下した 4.9%
しつけや教育に悩む保護者のための相談機関が少ない 3.4%

地域で子どもを育てる意識を高める 17.4%
しつけや子育てに悩む保護者のための相談機関の情報
を広く知らせる 17.0%

しつけや子育てに関する講座や講演会などを実施する 12.6%
父親の家庭教育への参加を促進する 12.3%
親を対象にした子育てに関する啓発資料を配付する 11.1%
身近な相談相手としての仲間づくりの場を提供する 11.0%
小・中学校、幼稚園などで実施している家庭教育学級
を充実させる 8.3%

必要ない 0.5%
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ふれあいアンケートふれあいアンケートの結果

都
城
市
議
会

◎
解
説

　

市
議
会
に
関
心
が
「
あ
る
」「
少
し

は
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
、
全
体
の

67
・
９
㌫
と
な
っ
て
い
て
、
年
齢
が
高

い
ほ
ど
関
心
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、「
住
民
の
代

表
で
あ
る
重
要
な
会
議
だ
か
ら
」
が
全

体
の
57
・
３
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
逆

に
関
心
が
「
な
い
」
と
答
え
た
理
由
で

最
も
多
か
っ
た
の
は
、「
い
つ
開
催
さ

れ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
」
の
37
㌫
で

し
た
。

広
報
紙

◎
解
説

　

広
報
紙
を
「
毎
回
読
む
」「
た
ま
に

読
む
」
と
答
え
た
人
は
、
全
体
の
82
・

５
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後

広
報
紙
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
内
容

は
、１
位
が
「
健
康
関
連
」、２
位
が
「
イ

ベ
ン
ト
情
報
」、
３
位
は
「
福
祉
関
連
」

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
開
か
れ
た
市
議
会

を
目
指
す
た
め
に
、
市
議
会
の
改

革
は
必
要
と
思
い
ま
す
か
？

あ
な
た
は
市
の
広
報
紙
を
ど
の

程
度
読
ん
で
い
ま
す
か
？

市
の
広
報
紙
で
取
り
上
げ
て

ほ
し
い
も
の
は
何
で
す
か
？

（
複
数
回
答
・
上
位
９
位
）

広
報
紙
の
中
で
あ
な
た
が
好
き

な
コ
ー
ナ
ー
は
何
で
す
か
？

（
複
数
回
答
・
上
位
９
位
）

あ
な
た
は
市
議
会
に

関
心
が
あ
り
ま
す
か
？

議
会
に
感
心
が
「
な
い
」

理
由
は
？
（
複
数
回
答
・
上
位
３
位
）

議
会
に
感
心
が
「
あ
る
」「
少
し

は
あ
る
」
理
由
は
？

（
複
数
回
答
・
上
位
３
位
）

Q

Q

QQ

Q

Q Q無回答　5.5%

分からない
33.1%

必要でない　3.1%

必要である
58.3%

毎回読む
50.8%

たまに読む
31.7%

ほとんど読まない
7.6%

読まない
7.9%

無回答　2.0%
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